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は
じ
め
に

二
〇
一
一
年
二
月
一
一
日
、
約
三
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
エ
ジ
プ
ト

を
統
治
し
て
き
た
フ
ス
ニ
ー
・
ム
バ
ー
ラ
ク
（Ḥ

usnī M
ubārak

）

政
権
が
崩
壊
し
た
。
一
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
大
規
模
な
反
政
府
デ

モ
が
政
権
崩
壊
の
契
機
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
政
変
は
一
般
に
は

「
一
月
二
五
日
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
。
政
権
崩
壊
後
は
、
全
権
を
掌

握
し
た
軍
最
高
評
議
会
の
下
で
暫
定
統
治
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現

在
、
民
政
移
管
に
向
け
て
、
二
〇
一
一
年
一
一
〜
一
二
月
に
人
民
議

会
選
挙
、
二
〇
一
二
年
に
シ
ュ
ー
ラ
ー
（
諮
問
）
議
会
選
挙
と
大
統

領
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
の
行
方
に
世

界
の
耳
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
政
変
で
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
反
ム
バ
ー
ラ
ク
・
デ
モ
を
呼
び
か
け
た
「
四
月

六
日
運
動
」
や
「
我
ら
は
皆
ハ
ー
リ
ド
・
サ
イ
ー
ド
」
な
ど
青
年
層

を
中
心
と
す
る
諸
運
動
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
呼
び
か
け
へ
都
市
部
を

中
心
に
多
数
の
国
民
が
応
え
、
ム
バ
ー
ラ
ク
退
陣
を
要
求
す
る
反
政

府
デ
モ
が
エ
ジ
プ
ト
全
土
へ
拡
大
し
た
。「
一
月
二
五
日
革
命
」
が

国
民
的
な
広
が
り
に
い
た
っ
た
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
性
や
宗
教
性
を
排
し
、
広
く
国
民
が
参
加
で
き
る
場
を
創
出
し

た
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
（
酒
井 

二
〇
一
一
：
四
〇
―
四
五
）。

そ
れ
ま
で
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
反
政
府
運
動
の
主
役
は
、
同
国
最

大
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
（Jam

‘īya al-
Ikhw

ān al-M
uslim

īn 

以
下
「
同
胞
団
」
と
略
す
）
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
今
回
の
政
変
で
は
、
青
年
運
動
な
ど
新
た
に
登
場
し
て
き
た

運
動
、
そ
し
て
そ
れ
に
呼
応
し
た
「
普
通
」
の
国
民
が
大
き
な
注
目

特
集
―

１ 

中
東
か
ら
変
わ
る
世
界

「
一
月
二
五
日
革
命
」後
の
エ
ジ
プ
ト
政
治
と

ム
ス
リ
ム
同
胞
団

横
田
貴
之 
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を
集
め
た
。
老
若
男
女
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ジ
プ
ト
人
が
あ
た
か
も
ピ

ク
ニ
ッ
ク
に
出
か
け
る
よ
う
に
デ
モ
に
参
加
し
て
い
る
姿
を
、
テ
レ

ビ
画
面
を
通
じ
て
観
た
方
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
出
来
事
は
、
一

部
の
政
党
・
政
治
勢
力
に
独
占
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
民
衆
革

命
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
政
変
後
の
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
同
胞
団
に
大
き
な
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
六
月
六
日
に
は
、「
自
由
公
正
党
（Ḥizb al- Ḥurrīya 

w
a al-

‘Adāla

英
語
表
記
はFreedom

 and Justice Party: FJP

）」

の
結
成
認
可
が
下
り
、
同
胞
団
は
長
年
の
宿
願
で
あ
っ
た
合
法
政
党

設
立
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
、
次
期
人
民
議
会
選
挙
で

の
Ｆ
Ｊ
Ｐ
の
躍
進
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
同
胞
団
は
政
変
後
の
エ
ジ

プ
ト
政
治
の
主
役
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
存
在
感
は
増
し
つ

つ
あ
る
。

「
一
月
二
五
日
革
命
」
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
宗
教
性
を
排
し
た

「
民
衆
革
命
」
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
反
政
府
デ
モ
の
主
役
で
あ
っ

た
同
胞
団
が
表
に
現
れ
な
い
政
変
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
の
エ

ジ
プ
ト
政
治
で
は
、
社
会
と
政
治
の
イ
ス
ラ
ー
ム
的
改
革
を
求
め
る

同
胞
団
が
影
響
力
を
強
め
て
い
る
。
で
は
、
同
胞
団
は
い
か
に
し

て
、
政
変
後
の
エ
ジ
プ
ト
で
政
治
的
に
台
頭
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
は
、「
一
月
二
五
日
革
命
」
の

先
導
役
で
あ
っ
た
青
年
運
動
の
分
裂
、
旧
与
党
国
民
民
主
党
（
Ｎ
Ｄ

Ｐ
）
の
解
散
、
政
変
後
の
政
治
的
自
由
の
拡
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

論
点
か
ら
の
分
析
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
と
く
に
同
胞
団

の
活
動
や
変
化
に
着
目
し
て
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
論
究
を
行
い
た

い
。
こ
れ
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
同
胞
団
自
体
に
着
目
し
た
分

析
は
い
ま
だ
見
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
同
胞
団
が
政

変
後
に
勢
力
を
伸
張
し
え
た
理
由
を
、
①
同
胞
団
の
政
変
へ
の
対

応
、
②
政
変
後
の
同
胞
団
の
現
実
主
義
路
線
、
③
自
由
公
正
党
の
設

立
、
④
同
胞
団
の
社
会
活
動
、
の
四
点
か
ら
考
察
す
る
。

Ⅰ
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
政
変
へ
の
対
応

「
四
月
六
日
運
動
」
な
ど
の
青
年
運
動
が
呼
び
か
け
た
一
月
二
五

日
の
大
規
模
デ
モ
の
成
功
を
端
緒
に
、「
反
ム
バ
ー
ラ
ク
」
を
標
榜

す
る
抗
議
デ
モ
へ
多
数
の
一
般
国
民
が
合
流
し
、
反
政
府
デ
モ
が
国

民
的
な
拡
大
を
遂
げ
る
形
で
「
一
月
二
五
日
革
命
」
は
推
移
し
た
。

そ
し
て
、
社
会
か
ら
の
圧
力
に
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
た
ム
バ
ー
ラ
ク

政
権
は
、
軍
に
よ
っ
て
引
導
を
渡
さ
れ
る
形
で
崩
壊
し
た
。
し
か

し
、
反
ム
バ
ー
ラ
ク
・
デ
モ
が
始
ま
っ
た
当
初
、
同
胞
団
の
名
前
は

あ
ま
り
聞
か
れ
る
こ
と
な
く
、
デ
モ
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
徐
々
に

そ
の
名
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
反
政
府
デ
モ
の

主
役
で
あ
っ
た
同
胞
団
は
、
な
ぜ
こ
の
政
変
に
お
い
て
脇
役
に
回
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

政
変
の
初
期
段
階
に
お
い
て
、
同
胞
団
は
デ
モ
隊
へ
の
共
感
を
表

明
し
つ
つ
も
、
組
織
単
位
で
の
反
ム
バ
ー
ラ
ク
・
デ
モ
へ
の
合
流
に
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つ
い
て
は
、
慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と

し
て
、
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
下
で
同
胞
団
が
置
か
れ
て
き
た
状
況
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ラ
ス
ト
―

オ
カ
ル
（Lust-O

kar 2005

）

に
よ
れ
ば
、
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
に
属
す
る
支
配
エ
リ
ー
ト
は
、
既
存

体
制
の
小
規
模
な
変
革
を
求
め
る
と
み
な
す
「
穏
健
派
」
と
、
大
規

模
な
変
革
を
求
め
る
と
み
な
す
「
急
進
派
」
と
の
二
つ
に
、
反
体
制

運
動
を
区
別
す
る
。
そ
し
て
、
前
者
を
合
法
的
な
公
認
野
党
と
し
て

「
公
的
政
治
領
域
」
に
取
り
込
み
、
後
者
を
非
合
法
と
し
て
排
除
す

る
こ
と
に
よ
り
、
反
体
制
運
動
を
分
断
し
て
体
制
安
定
化
・
存
続
を

図
る
「
分
断
型
競
合
構
造
」
を
制
度
化
し
て
き
た
。

非
合
法
組
織
で
あ
る
同
胞
団
は
、
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
下
で
原
則
的

に
「
公
的
政
治
領
域
」
か
ら
は
排
除
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
政
権
打

倒
は
主
張
し
な
い
」
と
い
う
暗
黙
の
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
に
従
う

こ
と
に
よ
り＊

1

、
メ
ン
バ
ー
を
無
所
属
議
員
と
し
て
人
民
議
会
に
送
り

込
む
こ
と
が
容
認
さ
れ
る
な
ど
、
限
定
的
な
が
ら
も
「
政
治
領
域
」

に
お
け
る
コ
オ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
取
り
込
み
）
と
い
う
利
益
に
あ
ず

か
っ
て
き
た
（
横
田 

二
〇
一
〇
）。
同
胞
団
と
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
は

一
種
の
共
存
関
係
に
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

同
胞
団
と
政
権
の
関
係
を
考
え
る
上
で
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
同

胞
団
が
社
会
に
お
い
て
広
く
展
開
す
る
社
会
活
動
で
あ
る
。
そ
の
詳

細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
同
胞
団
の
社
会
活
動
の
多
く
は
ム

バ
ー
ラ
ク
政
権
下
で
も
合
法
的
地
位
を
得
て
い
た＊

2

。
同
胞
団
は
政
治

的
に
は
非
合
法
で
あ
る
が
、
エ
ジ
プ
ト
社
会
で
は
彼
ら
の
多
様
な
社

会
活
動
が
見
ら
れ
た
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
不
足
を
同
胞
団
の
社
会
活

動
が
補
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
下
で
は
同
胞
団

の
社
会
活
動
は
基
本
的
に
合
法
的
な
地
位
を
獲
得
し
て
い
た
。
上
述

の
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
に
従
う
こ
と
で
、「
社
会
領
域
」
に
お
け

る
コ
オ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
同
胞
団
は
、
組
織
存
続
の
た
め
に
政
権
と
の
全
面
的
対
立
の
回
避

に
努
め
て
き
た
。

一
方
、
青
年
運
動
な
ど
が
主
導
し
た
反
ム
バ
ー
ラ
ク
の
抗
議
デ
モ

は
、
明
確
に
政
権
打
倒
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ム
バ
ー
ラ
ク

政
権
打
倒
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
は
、「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
を
破

る
行
為
で
あ
り
、
同
胞
団
に
と
っ
て
は
、
政
治
活
動
だ
け
で
な
く
組

織
基
盤
を
形
成
す
る
社
会
活
動
を
も
危
険
に
さ
ら
す
「
賭
け
」
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
胞
団
は
政
変
初
期
に
慎
重
姿
勢
を
取
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
一
月
二
五
日
に
反
ム
バ
ー
ラ
ク
を
掲
げ
る
大
規
模
デ
モ

が
成
功
し
、
政
権
打
倒
の
声
が
急
速
に
拡
大
す
る
な
か
で
、
同
胞
団

は
組
織
を
あ
げ
て
反
政
府
デ
モ
へ
の
合
流
に
踏
み
切
っ
た
。
与
党
国

民
民
主
党
（
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
本
部
の
炎
上
、
政
権
の
治
安
維
持
機
能
の
低

下
、
軍
の
不
介
入
方
針
な
ど
か
ら
、
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
の
存
続
に

「
赤
信
号
」
が
と
も
っ
た
と
判
断
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一

月
二
九
日
付
の
最
高
指
導
者
ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
デ
ィ
ー
ウ

（M
u
ḥam

m
ad Badī

‘）
の
声
明＊

3

に
お
い
て
、
同
胞
団
は
ム
バ
ー
ラ

ク
政
権
打
倒
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｐ
排
除
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や
移
行
政
権
樹
立
を
求
め
、
目
標
達
成
ま
で
は
反
政
府
デ
モ
を
継
続

す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
の
慎
重
姿
勢
か
ら
、
政
権
打
倒
の

明
確
な
表
明
へ
と
踏
み
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

反
政
府
デ
モ
に
合
流
し
た
同
胞
団
に
と
っ
て
は
、
ム
バ
ー
ラ
ク
大

統
領
の
辞
任
な
ど
、
組
織
存
続
を
可
能
と
す
る
成
果
を
達
成
す
る
こ

と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
メ
ン
バ
ー
や
支
持
者
に

反
政
府
デ
モ
へ
の
参
加
を
強
く
訴
え
か
け
る
な
ど
精
力
的
な
活
動
を

展
開
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
報
道
な
ど
で
同
胞
団
の
名
前
が
徐
々
に

登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ム
バ
ー
ラ
ク
支
持
派
が
馬
や

ラ
ク
ダ
で
タ
ハ
リ
ー
ル
広
場
に
突
入
し
、
反
政
府
デ
モ
隊
と
衝
突
し

た
際
に
は
、
多
く
の
同
胞
団
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
襲
撃
に
対
抗
し
た
と

い
わ
れ
る
（
川
上 

二
〇
一
一
：
二
六
―
三
〇
）。

で
は
、
な
ぜ
同
胞
団
は
抗
議
デ
モ
に
お
い
て
存
在
感
が
薄
い
と
い

う
印
象
を
持
た
れ
た
の
か
。
一
連
の
反
政
府
デ
モ
に
お
い
て
、
同
胞

団
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
主
張
を
掲
げ
る
こ
と
が

ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
デ
モ
参
加
者
の
な
か
に
は
、
同
胞
団
の
イ
ス
ラ
ー

ム
的
な
主
張
に
批
判
的
な
者
も
多
く
、
ま
た
後
発
の
同
胞
団
に
よ
る

デ
モ
の
乗
っ
取
り
に
対
す
る
警
戒
も
あ
っ
た
た
め
、
同
胞
団
は
デ
モ

の
分
裂
を
回
避
す
る
た
め
に
自
己
主
張
を
控
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

デ
モ
に
お
け
る
存
在
感
の
顕
示
で
は
な
く
、
組
織
存
続
の
た
め
に
政

権
打
倒
が
彼
ら
の
最
重
要
の
目
標
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
反
政
府
デ

モ
が
内
部
対
立
で
失
敗
す
る
こ
と
は
必
ず
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
同
胞
団
は
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
月
一
一
日
の
ム
バ
ー
ラ
ク
大
統
領
辞
任
に
よ
っ
て
、
今
回
の
政

変
は
終
結
を
迎
え
、
ま
た
同
胞
団
も
組
織
存
続
に
成
功
し
た
。
さ
ら

に
、
同
胞
団
は
反
政
府
デ
モ
へ
の
参
加
・
貢
献
に
よ
り
、
政
変
後
の

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
発
言
力
の
確
保
に
も
成
功
し
た
。
い
わ
ば
、
政

変
後
の
エ
ジ
プ
ト
政
治
に
お
け
る
「
正
統
性
」
を
担
保
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
も
い
え
よ
う
。

Ⅱ
同
胞
団
の
現
実
主
義
路
線

一
月
二
五
日
革
命
以
後
の
同
胞
団
の
政
治
的
台
頭
を
考
え
る
際
、

同
胞
団
の
現
実
主
義
路
線
も
重
要
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
を

示
す
好
例
が
あ
る
。

一
月
三
一
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
が
エ
ジ
プ
ト
の

「
イ
ラ
ン
化
」
を
懸
念
す
る
発
言
を
し
た
が
、
同
胞
団
の
台
頭
を
念

頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
同
胞
団
は
イ
ス
ラ
エ

ル
と
の
和
平
条
約
を
公
式
に
は
認
め
ず
、
そ
れ
ま
で
反
イ
ス
ラ
エ
ル

的
な
主
張
を
繰
り
返
し
て
き
た
た
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
米
国
で
懸
念

が
生
じ
て
い
た
。
実
際
に
、
副
最
高
指
導
者
ラ
シ
ャ
ー
ド
・
バ
イ

ユ
ー
ミ
ー
（Rasā hd al-Bayyūm

ī

）
が
和
平
条
約
破
棄
に
言
及
す

る
な
ど
の
事
態
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
同
胞
団
と
し
て
の
判
断

は
、
現
実
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
政
変
の
早
い
段
階
で
既
存
の
条

約
・
合
意
を
尊
重
す
る
意
向
が
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
記
載
さ
れ
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た
。
同
胞
団
幹
部
イ
サ
ー
ム
・
イ
ル
ヤ
ー
ン
（
‘I ṣām

 al-

‘Iryān

）

は
、
和
平
条
約
に
つ
い
て
判
断
す
る
の
は
同
胞
団
で
は
な
く
国
民
で

あ
る
と
述
べ
、
和
平
条
約
の
存
廃
論
議
を
事
実
上
棚
上
げ
し
た
。
ま

た
、「
イ
ラ
ン
型
の
宗
教
国
家
」
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
反
す
る

も
の
だ
と
述
べ
、
こ
れ
に
強
く
反
対
し
た
。
こ
れ
は
、
対
外
的
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
政
変
後
に
重
要
な
政
治
主
体
に

な
る
で
あ
ろ
う
と
当
時
見
ら
れ
て
い
た
軍
部
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
胞
団
は
次
の
大
統
領
選
挙

で
候
補
者
を
擁
立
せ
ず
、
議
会
選
挙
で
も
過
半
数
を
占
め
る
意
思
は

な
い
と
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
発
言
は
同
胞
団
の
政
治
的
台
頭
に
対

す
る
国
内
外
の
懸
念
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た

現
実
主
義
的
な
対
応
は
、
同
胞
団
が
政
変
後
の
エ
ジ
プ
ト
政
治
で
一

定
の
位
置
を
占
め
る
上
で
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

同
胞
団
の
現
実
主
義
路
線
の
背
景
に
は
、
近
年
台
頭
が
著
し
い

「
七
〇
年
代
世
代
」
メ
ン
バ
ー
の
存
在
が
あ
る
。「
七
〇
年
代
世
代
」

と
は
、
主
に
一
九
五
〇
年
代
に
生
ま
れ
、
一
九
七
〇
年
代
に
大
学
で

の
学
生
運
動
を
経
て
か
ら
同
胞
団
に
参
加
し
た
人
々
で
あ
る
。
古
参

メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
社
会
活
動
に
従
事
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

「
七
〇
年
代
世
代
」
の
多
く
は
政
治
活
動
に
従
事
し
て
お
り
、
人
民

議
会
議
員
と
し
て
の
活
動
や
他
の
政
党
・
政
治
勢
力
と
の
折
衝
な
ど

を
通
じ
て
現
実
的
な
政
治
手
法
を
身
に
付
け
て
い
る
。
今
回
の
政
変

に
お
い
て
、
同
胞
団
内
で
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
彼
ら
で

あ
っ
た
。
昨
今
、
同
胞
団
で
は
世
代
交
代
が
徐
々
に
進
ん
で
お
り
、

そ
れ
は
選
挙
綱
領
な
ど
で
の
シ
ャ
リ
ー
ア
（
イ
ス
ラ
ー
ム
法
）
施
行

要
求
の
減
少
に
も
表
れ
て
い
た
（
横
田 

二
〇
一
〇
）。
現
在
の
同
胞

団
で
は
、
シ
ャ
リ
ー
ア
の
全
面
的
施
行
を
主
張
す
る
声
は
稀
で
あ

る
。「
イ
ス
ラ
ー
ム
的
権
威
」
と
「
民
主
主
義
制
度
」
の
両
立
を
原

則
に
、
共
和
制
・
立
憲
制
・
議
会
制
・
民
主
制
の
堅
持
が
彼
ら
の
主

張
と
な
っ
て
い
る
。

政
変
後
、
同
胞
団
の
現
実
主
義
路
線
が
如
実
に
表
れ
た
の
が
、
全

権
を
掌
握
し
た
軍
最
高
評
議
会
と
の
協
調
関
係
の
維
持
で
あ
ろ
う
。

軍
最
高
評
議
会
は
、
二
月
十
三
日
の
声
明
に
お
い
て
、
憲
法
停
止
と

人
民
議
会
・
シ
ュ
ー
ラ
ー
議
会
の
解
散
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
憲
法

改
正
、
人
民
議
会
選
挙
、
大
統
領
選
挙
を
経
て
六
ヵ
月
以
内
に
民
政

移
管
を
目
指
す
行
程
表
を
示
し
た
。
こ
の
直
後
、
軍
最
高
評
議
会
主

導
で
組
織
さ
れ
た
憲
法
改
正
委
員
会
へ
、
同
胞
団
は
メ
ン
バ
ー
の
ソ

ブ
ヒ
ー
・
サ
ー
レ
ハ
（Ṣub

ḥī Ṣāli ḥ

）
を
送
り
込
む
な
ど
積
極
的
な

協
力
姿
勢
を
示
し
た
。
三
月
一
九
日
、
憲
法
改
正
案
の
是
非
を
問
う

国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
案
の
主
眼
は
、
ム
バ
ー
ラ
ク

政
権
期
の
強
大
な
大
統
領
権
限
の
制
限
に
あ
っ
た＊

4

。
軍
の
影
響
下
で

作
成
さ
れ
た
憲
法
改
正
案
に
対
し
て
、
同
胞
団
は
い
ち
早
く
賛
成
を

表
明
し
、
メ
ン
バ
ー
や
支
持
者
に
対
し
て
賛
成
投
票
を
促
し
た
。
彼

ら
が
改
正
案
に
賛
成
の
意
を
示
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
早
期
の
選
挙

実
施
が
全
国
的
な
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
彼
ら
に
有
利
に
作
用

す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
全
権
を
掌
握
す
る
軍
と
の
協
調
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
・
利
益
を
同
胞
団
に
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
っ
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た
。
自
由
公
正
党
の
認
可
も
そ
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

「
第
二
革
命
」
へ
の
同
胞
団
の
対
応
も
、
現
実
主
義
的
な
側
面
を
示

し
て
い
る
。「
第
二
革
命
」
と
は
、
政
変
後
の
民
主
化
の
進
展
が
不
十

分
で
あ
る
と
し
て
、
さ
ら
な
る
政
治
改
革
と
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
幹
部

に
対
す
る
裁
判
の
迅
速
化
を
青
年
運
動
な
ど
が
求
め
て
い
る
動
き
を

指
す
。
五
月
二
七
日
、
彼
ら
は
「
第
二
革
命
」
の
た
め
の
デ
モ
を
広

く
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
は
、
間
接
的
に
軍
の
暫
定
統
治
を
批
判
す
る

も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
胞
団
執
行
部
は
、
エ
ジ
プ

ト
政
治
は
す
で
に
民
主
化
へ
着
実
に
進
ん
で
い
る
と
し
、「
第
二
革
命

は
不
必
要
な
対
立
を
引
き
起
こ
す
亀
裂
と
争
い
を
も
た
ら
す＊

5

」
と
し

て
、
デ
モ
へ
の
参
加
を
拒
否
し
た
。
そ
の
後
も
、
民
衆
の
意
思
が
最

も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
と
主
張
し
つ
つ
、
こ
れ
以
上
の
混
乱
を
引
き
起

こ
し
か
ね
な
い
街
頭
行
動
を
拒
否
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
同
胞
団
の
言
動
か
ら
は
、
全
権
を
掌
握
す
る
軍
部
と
の

対
立
を
回
避
す
る
と
い
う
現
実
主
義
的
な
判
断
が
う
か
が
え
る
。
ま

た
、
全
国
規
模
で
の
支
持
基
盤
を
す
で
に
有
す
る
同
胞
団
に
は
、
さ

ら
な
る
政
変
で
は
な
く
、
現
行
の
民
政
移
管
プ
ロ
セ
ス
に
従
っ
て
早

期
の
選
挙
に
臨
み
た
い
と
い
う
意
図
も
指
摘
で
き
よ
う
。「
七
〇
年

代
世
代
」
の
主
導
す
る
現
実
主
義
路
線
は
、
暫
定
統
治
を
担
う
軍
部

の
意
向
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
同
胞
団
の
政
治
的
影

響
力
を
支
え
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
軍
部
が
民
政
移
管

プ
ロ
セ
ス
を
先
延
ば
し
に
す
る
場
合
や
、
軍
部
と
国
民
と
の
対
立
が

生
じ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
同
胞
団
が
軍
部
と
の
協
力
関
係
を
見
直

す
可
能
性
も
あ
り
う
る
。

Ⅲ
自
由
公
正
党
（
Ｆ
Ｊ
Ｐ
）
の
設
立

Ｆ
Ｊ
Ｐ
設
立
も
、
政
変
後
の
エ
ジ
プ
ト
政
治
に
お
け
る
同
胞
団
の

台
頭
を
支
え
る
一
因
で
あ
る
。
Ｆ
Ｊ
Ｐ
設
立
を
考
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
彼
ら
が
一
九
五
四
年
以
来
置
か
れ
続
け
て
き
た
非
合
法
状
態

で
あ
る
。
ナ
セ
ル
政
権
下
で
非
合
法
化
さ
れ
た
同
胞
団
は
、
一
九
七

〇
年
代
の
復
活
以
降
も
、
サ
ー
ダ
ー
ト
、
ム
バ
ー
ラ
ク
両
政
権
下
で

合
法
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
歴
代
政
権
は
、
実
質
的
な
最
大

野
党
で
あ
る
同
胞
団
の
政
治
的
台
頭
を
抑
制
す
る
た
め
、
彼
ら
を
非

合
法
状
態
に
置
く
こ
と
を
基
本
政
策
と
し
て
き
た
。
同
胞
団
に
政
党

設
立
を
許
可
す
る
こ
と
は
、
同
胞
団
に
合
法
性
を
付
与
す
る
こ
と
と

同
義
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
許
し
て
こ
な
か
っ
た
。
同
胞
団
は
非
合

法
状
態
に
起
因
す
る
法
的
脆
弱
性
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
活

動
の
支
障
と
な
っ
て
い
た
。
非
合
法
状
態
の
解
消
は
同
胞
団
の
長
年

の
「
宿
願
」
で
あ
っ
た
。

二
月
二
一
日
、
同
胞
団
最
高
指
導
者
バ
デ
ィ
ー
ウ
は
、
同
胞
団

が
政
党
設
立
へ
向
け
た
最
終
準
備
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
Ｆ
Ｊ
Ｐ
の
最
終
的
な
幹
部
人
事
は
、
四
月
二
九
〜
三
〇

日
に
開
催
さ
れ
た
同
胞
団
シ
ュ
ー
ラ
ー
評
議
会
の
声
明
で
明
ら
か

に
さ
れ
た＊

6

。
党
首
に
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ム
ル
ス
ィ
ー
（M

u
ḥam

m
ad 
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M
ursī

）、
副
党
首
に
イ
ル
ヤ
ー
ン
、
事
務
局
長
に
ム
ハ
ン
マ
ド
・

サ
ア
ド
・
カ
タ
ー
ト
ゥ
ニ
ー
（M

u
ḥam

m
ad Sa

‘d al-K
atātnī

）
が

選
出
さ
れ
た
。「
七
〇
年
代
世
代
」
に
属
す
る
彼
ら
は
、
人
民
議
会

議
員
を
務
め
た
経
歴
が
あ
り
、
そ
の
政
治
経
験
か
ら
同
胞
団
の
政
治

部
門
を
指
導
し
て
き
た
。
ま
た
、
コ
プ
ト
教
徒
の
著
名
思
想
家
ラ

フ
ィ
ー
ク
・
ハ
ビ
ー
ブ
（Rafīq Ḥ

abīb

）
が
第
二
副
党
首
と
し
て
Ｆ

Ｊ
Ｐ
に
加
わ
っ
た
。
な
お
、
Ｆ
Ｊ
Ｐ
は
財
政
的
・
人
事
的
に
同
胞
団

か
ら
独
立
し
た
政
党
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

五
月
一
八
日
、
Ｆ
Ｊ
Ｐ
は
、
カ
イ
ロ
市
内
の
最
高
裁
判
所
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
政
党
委
員
会
へ
政
党
認
可
申
請
を
提
出
し
た
。
エ
ジ

プ
ト
全
土
二
七
県
か
ら
八
八
二
一
名
が
Ｆ
Ｊ
Ｐ
創
設
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
九
百
名
以
上
の
女
性
と
九
三
名
の
コ

プ
ト
教
徒
が
含
ま
れ
て
い
る
。
Ｆ
Ｊ
Ｐ
は
設
立
へ
向
け
て
動
き
出
し

た
直
後
か
ら
、
女
性
と
コ
プ
ト
教
徒
の
加
入
を
認
め
る
と
繰
り
返
し

て
い
た
。
ハ
ビ
ー
ブ
の
副
党
首
就
任
や
女
性
・
コ
プ
ト
教
徒
の
参
加

は
、
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た
結
果
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
、
大

統
領
職
を
男
性
ム
ス
リ
ム
に
限
定
す
る
基
本
姿
勢
に
は
変
更
は
な

く
、
国
内
外
か
ら
非
民
主
的
で
あ
る
と
の
批
判
が
上
が
る
可
能
性
も

あ
る
。
Ｆ
Ｊ
Ｐ
設
立
声
明＊

7

で
は
、「
高
貴
な
る
エ
ジ
プ
ト
国
民
に
よ

り
創
ら
れ
、
勇
敢
な
る
軍
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
一
月
二
五
日
革
命
の

精
神
の
下
で
」、
国
民
の
意
思
を
実
現
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
と

冒
頭
で
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
シ
ャ
リ
ー
ア
を
主
要
な
法
源
と
定

め
る
憲
法
第
二
条
に
言
及
し
た
上
で
、「
エ
ジ
プ
ト
は
イ
ス
ラ
ー
ム

を
準
拠
枠
と
す
る
市
民
的
国
家
（daw

la m
adanīya

）」
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る＊

8

。
ま
た
、
公
正
性
を
有
す
る
経
済
開
発
、
ア
ズ
ハ
ル
機

構
や
軍
部
の
役
割
の
重
視
、
腐
敗
対
策
の
重
要
性
な
ど
が
掲
げ
て
い

る
。六

月
六
日
、
Ｆ
Ｊ
Ｐ
は
正
式
認
可
を
獲
得
し
、
同
胞
団
は
長
年
に

お
よ
ぶ
宿
願
を
達
成
し
た
。
Ｆ
Ｊ
Ｐ
の
認
可
は
同
胞
団
に
公
的
な

「
政
治
領
域
」
に
お
け
る
活
動
の
自
由
・
権
利
を
与
え
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
同
胞
団
は
、
社
会
活
動
に
よ
っ
て
構
築
し
た

社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
合
法
的
に
依
拠
し
て
政
治
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
政
変
後
の
エ
ジ
プ
ト
政
治
に

お
い
て
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
Ｎ
Ｄ
Ｐ
が
解
散
状
態
に
あ
る

現
在
、
同
胞
団
以
外
に
全
国
規
模
の
動
員
力
を
有
す
る
政
党
は
存
在

し
な
い
た
め
で
あ
る
。
他
の
政
党
・
政
治
勢
力
も
こ
の
同
胞
団
の
存

在
感
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
六
月
二
一
日
に

は
、
Ｆ
Ｊ
Ｐ
を
中
心
に
、
新
ワ
フ
ド
党
、
タ
ガ
ン
ム
ウ
党
、
ナ
セ
リ

ス
ト
党
、
ワ
サ
ト
党
、
変
革
の
た
め
の
国
民
運
動
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
）
な
ど

計
一
三
の
政
党
・
政
治
勢
力
が
人
民
議
会
選
挙
で
の
協
力
・
調
整
の

た
め
の
会
議
を
開
催
し
た
。
以
前
か
ら
強
力
な
政
治
勢
力
で
あ
っ
た

同
胞
団
だ
が
、
Ｆ
Ｊ
Ｐ
を
設
立
し
合
法
性
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、
政

変
後
の
エ
ジ
プ
ト
政
治
に
お
い
て
さ
ら
に
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
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Ⅳ
同
胞
団
の
社
会
活
動

政
変
後
の
エ
ジ
プ
ト
政
治
で
同
胞
団
が
台
頭
し
て
き
た
三
つ
の
要

因
を
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
支
え
て
い
る

の
が
同
胞
団
の
社
会
活
動
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
き

た
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
支
持
基
盤
で
あ
る
。
Ｎ
Ｄ
Ｐ
解
散
後
の
エ

ジ
プ
ト
に
お
い
て
、
同
胞
団
と
他
の
政
治
主
体
を
大
き
く
区
別
す
る

特
徴
で
あ
り
、
同
胞
団
の
政
治
活
動
を
強
く
支
え
て
い
る
。
社
会
活

動
の
存
在
を
背
景
と
す
る
か
ら
こ
そ
、
す
で
に
検
討
し
た
三
つ
の
要

因
が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

同
胞
団
の
社
会
活
動
は
、
政
治
活
動
よ
り
も
長
い
歴
史
を
有
し
て

い
る
。
一
九
二
八
年
に
創
設
さ
れ
た
同
胞
団
は
、
二
〇
世
紀
前
半
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
モ
ス
ク
・
病
院
・
学

校
・
相
互
扶
助
組
織
の
運
営
を
は
じ
め
、
労
働
組
合
・
学
生
組
合
・

婦
人
団
体
の
組
織
化
、
出
版
会
社
な
ど
の
企
業
経
営
、
モ
デ
ル
都
市

の
建
設
な
ど
多
様
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
（
横
田 

二
〇
〇
六
：
三
七

―
三
九
）。
ナ
セ
ル
政
権
に
よ
っ
て
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
に
激
し

い
弾
圧
を
受
け
た
同
胞
団
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
組
織
再
建
を
果
た

し
た
。
そ
の
際
に
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
社
会
活
動
で
あ
っ

た
。
サ
ー
ダ
ー
ト
政
権
下
の
外
貨
導
入
に
依
拠
す
る
自
由
主
義
的
な

門
戸
開
放
政
策
の
進
展
に
伴
い
、
エ
ジ
プ
ト
国
民
の
間
で
貧
富
の
差

が
拡
大
す
る
な
か
で
、
同
胞
団
は
都
市
部
を
中
心
に
生
活
支
援
の
社

会
活
動
を
行
っ
た
。
相
互
扶
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
行
政
・
司

法
相
談
、
無
料
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
就
職
あ
っ
せ
ん
な
ど
の
多
様
な
社

会
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
な
さ
れ
た
。
近
年
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
に

加
え
、
Ｉ
Ｔ
企
業
、
建
設
会
社
、
輸
入
代
理
店
な
ど
の
企
業
経
営
も

目
立
っ
て
い
た
。

ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
と
同
胞
団
の
関
係
は
、
一
定
の
活
動
の
自
由
は

認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
同
胞
団
が
非
合
法
組
織
と
し
て
一
定
の

抑
圧
を
甘
受
せ
ざ
る
を
え
な
い
「
冷
た
い
共
存
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
同
胞
団
は
組
織
防
衛
の
た
め
に
、
多
角
的
に
生
存
戦
略
を
模

索
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
選
択
さ
れ
た
の
が
、
政
権
に
よ
る

抑
圧
へ
の
耐
性
と
回
復
力
を
有
す
る
組
織
構
造
の
構
築
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
多
様
な
社
会
活
動
を
通
じ
て
広
範
・
強
固
な
社
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
そ
れ
に
立
脚
し
て
政
治
活
動
を
推
進
す
る
と

い
う
戦
略
で
あ
る
。
社
会
活
動
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
堅
固
で
あ
れ
ば
、
政
治
活
動
が
弾
圧
を
受
け
た
と
し
て
も
、
短

期
間
で
回
復
が
可
能
で
あ
っ
た
。

ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
下
、
同
胞
団
自
体
は
非
合
法
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
上
述
の
よ
う
に
、
同
胞
団
メ
ン
バ
ー
が
関
与
す
る
社
会
活
動
組

織
の
多
く
は
、
社
会
問
題
省
に
登
録
さ
れ
た
合
法
組
織
で
あ
っ
た
。

同
胞
団
と
関
連
社
会
活
動
組
織
は
公
式
に
は
別
組
織
で
あ
る
が
、
そ

の
指
導
部
は
重
複
し
て
い
た
（
横
田 

二
〇
〇
六
：
九
一
）。
同
胞
団

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
社
会
公
正
の
実
現
を
掲
げ
、
市
民
の
生
活
支
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援
に
力
を
注
い
で
き
た
。
社
会
活
動
を
通
じ
て
支
持
者
が
形
成
さ

れ
、
同
胞
団
は
そ
れ
を
政
治
的
動
員
力
へ
転
化
さ
せ
て
き
た
（
横
田 

二
〇
〇
九
：
六
二
―
六
三
）。
現
在
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
、
こ
う

し
た
組
織
形
態
を
持
つ
政
治
主
体
は
ほ
ぼ
同
胞
団
だ
け
と
い
え
る
。

青
年
運
動
や
他
の
公
認
政
党
に
独
自
の
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ

て
い
る
も
の
は
な
く
、
こ
れ
は
動
員
力
の
差
と
な
っ
て
顕
著
に
現
れ

て
い
る
。
現
在
、
合
法
政
党
設
立
を
達
成
し
た
同
胞
団
は
、
法
的
な

障
壁
も
な
く
、
そ
の
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
Ｆ
Ｊ
Ｐ
へ
の
支
持
に
転

化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
同
胞
団
の
動
員
力
は
、
政
変
後
の
エ
ジ
プ
ト
政
治
に

お
い
て
、
他
の
政
党
・
政
治
勢
力
に
警
戒
心
を
抱
か
せ
る
原
因
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
上
述
の
同
胞
団
シ
ュ
ー
ラ
ー
評
議
会
声

明
も
、「
同
胞
団
は
メ
ン
バ
ー
を
大
統
領
選
挙
に
立
候
補
者
と
し
て

擁
立
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
仮
に
メ
ン
バ
ー
が
立
候
補
し
た

と
し
て
も
、
そ
の
者
に
対
す
る
支
持
を
し
な
い
」、「
人
民
議
会
へ
の

立
候
補
者
擁
立
は
全
議
席
の
四
五
〜
五
〇
％
と
す
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
声
明
は
、
同
胞
団
の
政
治
的
台
頭
に
対
し
て
高
ま
り
つ
つ

あ
る
懸
念
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

同
胞
団
の
強
固
な
支
持
基
盤
を
背
景
に
、
来
た
る
人
民
議
会
選
挙

で
は
Ｆ
Ｊ
Ｐ
の
躍
進
が
確
実
視
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
同
胞
団
の
発

言
や
声
明
の
背
景
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
国
内
で
同
胞
団
へ
の
警
戒
心
や

他
の
政
治
勢
力
と
の
摩
擦
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
長
年
の
宿

願
で
あ
る
政
党
設
立
を
実
現
し
た
上
で
、
そ
の
基
盤
固
め
を
進
め
た

い
と
の
思
惑
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
胞
団
は
、
ム
バ
ー
ラ
ク
政

権
期
か
ら
未
解
決
の
ま
ま
山
積
す
る
社
会
・
経
済
問
題
に
つ
い
て
、

国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
党
・
政
治
勢
力
と
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る

と
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、「
一
人
勝
ち
」
は
避
け
た

方
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

「
一
月
二
五
日
革
命
」
後
の
エ
ジ
プ
ト
政
治
に
お
け
る
同
胞
団
の

伸
張
の
要
因
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一

に
、
同
胞
団
は
、
政
変
初
期
に
は
慎
重
姿
勢
を
保
っ
た
も
の
の
、
反

政
府
デ
モ
へ
の
合
流
に
よ
っ
て
、
政
変
後
の
エ
ジ
プ
ト
政
治
に
お
け

る
「
正
統
性
」
を
担
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
二
に
、
政
変
前
後

の
急
速
な
政
治
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
七
〇
年
代
世
代
が
主
導
す

る
現
実
主
義
路
線
を
採
用
す
る
こ
と
で
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
。
第

三
に
、
こ
れ
ま
で
の
同
胞
団
の
法
的
脆
弱
性
の
根
源
で
あ
っ
た
非
合

法
状
態
を
Ｆ
Ｊ
Ｐ
設
立
に
よ
っ
て
克
服
で
き
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

三
つ
の
要
因
を
効
果
的
な
も
の
と
し
て
い
る
の
が
、
同
胞
団
が
長
年

に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
社
会
活
動
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
構
築

さ
れ
た
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
要
因
を
背
景

に
、
同
胞
団
は
政
変
後
の
エ
ジ
プ
ト
政
治
に
お
い
て
も
主
要
な
政
治

主
体
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
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そ
の
一
方
で
、
同
胞
団
が
今
後
も
主
要
な
政
治
主
体
で
あ
り
得
る

か
否
か
は
、
今
後
の
政
治
状
況
に
対
応
で
き
る
か
否
か
に
よ
る
と
い

え
よ
う
。
と
り
わ
け
、
今
後
、
軍
の
暫
定
統
治
に
対
し
て
国
民
的
な

抗
議
行
動
が
大
き
な
規
模
で
発
生
し
た
際
に
、
同
胞
団
が
い
か
な
る

選
択
を
す
る
の
か
は
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
エ
ジ
プ
ト
情

勢
の
変
化
の
な
か
で
、
引
き
続
き
注
視
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
同
胞
団
の
抱
え
る
内
紛
と
い
う
問
題
も
決
し
て
軽
視
で
き

な
い
。
本
稿
執
筆
現
在
、
同
胞
団
か
ら
の
分
派
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
政
党
は
、「
指
導
党
（Ḥ

izb al-Riyāda
）」「
復
興
党
（Ḥ
izb al-

N
ahda

）」「
エ
ジ
プ
ト
潮
流
党
（Ḥ

izb al-T
ayyār al-M

i ṣrī

）」「
改

革
開
発
党
（Ḥ

izb al-I ṣlā ḥ w
a al-T

anm
iya

）」
の
四
つ
に
達
し
て

い
る
。
Ｆ
Ｊ
Ｐ
人
事
が
選
挙
で
は
な
く
、
シ
ュ
ー
ラ
ー
評
議
会
の
指

名
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
青
年
層
を
中
心
に
不
満

を
抱
く
メ
ン
バ
ー
も
多
い
。
ま
た
、
元
指
導
局
メ
ン
バ
ー
の
ア
ブ

ド
ゥ
ル
モ
ネ
イ
ム
・
ア
ブ
ー
・
フ
ト
ゥ
ー
フ
（
‘Abd al-M

un
‘im 

A
bū al-Futū

ḥ

）
は
執
行
部
の
意
に
反
し
て
大
統
領
選
挙
へ
の
出
馬

を
表
明
し
た
た
め
、
同
胞
団
か
ら
除
名
さ
れ
た
。
同
胞
団
メ
ン
バ
ー

の
な
か
に
は
、
同
胞
団
内
の
改
革
を
急
進
的
に
要
求
す
る
彼
を
支
持

す
る
者
も
多
く
、
さ
ら
な
る
分
派
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
執
行
部
の
下
で
同
胞
団
は
組
織
の
統
一
を
維
持
し
て

い
る
が
、
状
況
次
第
で
は
組
織
内
の
「
体
制
変
換
」
に
迫
ら
れ
る
こ

と
も
起
こ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

◉
注

＊ 

１ 

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
五
年
の
民
主
化
運
動
高
揚
期
に
お
い
て
も
、

同
胞
団
は
政
治
的
自
由
化
・
民
主
化
の
要
求
を
掲
げ
つ
つ
も
、
明
確
な

政
権
打
倒
を
主
張
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

＊ 

２ 

た
と
え
ば
、
同
胞
団
メ
ン
バ
ー
が
執
行
部
を
占
め
る
イ
ス
ラ
ー
ム

医
療
協
会
は
、
一
九
七
七
年
に
社
会
問
題
省
へ
民
間
慈
善
団
体
と
し
て

登
録
さ
れ
、
合
法
的
に
医
療
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

＊ 

３ 
http://w

w
w

.ikhw
anonline.com

/new
/A

rticle.
aspx?A

rtID
=78573&

SecID
=0

（
二
〇
一
一
年
六
月
二
〇
日
）

＊ 

４ 

改
正
内
容
案
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、http://w

eekly.ahram
.org.

eg/2011/1039/eg22.htm

（
二
〇
一
一
年
六
月
二
〇
日
）。

＊ 

５ 
http://w

w
w
.ikhw

anw
eb.com

/article.php?id=28633

（
二

〇
一
一
年
六
月
二
〇
日
）

＊ 

６ 
http://w

w
w

.ikhw
anonline.com

/new
/A

rticle.
aspx?SecID

=211&
A
rtID

=83451

（
二
〇
一
一
年
六
月
二
〇
日
）

＊ 

７ 
http://w

w
w

.ikhw
anonline.com

/new
/A

rticle.
aspx?A

rtID
=84541&

SecID
=211

（
二
〇
一
一
年
六
月
二
〇
日
）

＊ 

８ 

二
〇
〇
五
年
人
民
議
会
選
挙
綱
領
に
お
い
て
も
同
様
の
記
述
が
見

ら
れ
る
。
そ
れ
以
降
の
選
挙
綱
領
で
も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
文

言
で
あ
る
（
横
田 

二
〇
一
〇
：
九
―
一
〇
）。
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